発表の工夫
1　NLDは賛成の立場を貫く

・部内でも、提案者のゼミでも、裁判員制度に何かしらの「反対」意見を持っている人が

多数派になった

→　世論(少し大げさ)もまだ反対派の人が多いのではないか

・そこでNLDはあえて賛成意見に立ち、反対派の方たちと意見を交わそうというもの

・これならば参加者も意見を言いやすいのが狙い

２　NLD内で「賛成派」、「反対派」、「中立派」etcに分かれて討論する

・討論の途中で聴衆の考えを聞く

　例　賛成か、反対かなどで、挙手してもらって数を確認

　　　理由を述べられる人がいれば述べてもらう

・討論の最後に多数決を取ってみる

○大きな問題

・論点を予め絞っていかないと収拾がつかなくなる

・こちらの準備したものとは全く違う答えや意見が飛んでくるかもしれない
